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か
つ
て
は
水
質
悪
化
が
懸
念
さ
れ
た
木

場
潟
で
し
た
が
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
浄
化
対
策
が
進
み
ま
し
た
。
平
成

30
年
に
は
準
絶
滅
危
惧
種
「
ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ

メ
」
が
見
つ
か
る
な
ど
、
水
質
浄
化
と
生
態

系
の
再
生
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
に
は
第
66
回
全
国
植
樹
祭
が

開
催
さ
れ
、
そ
の
折
に
白
山
を
望
む
西
園

地
に
展
望
休
憩
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
整
備

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
「
新
た
な
里
山

再
生
の
モ
デ
ル
」
を
め
ざ
し
た
東
園
地
周
辺

一
帯
の
拠
点
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
木
場
潟
カ
ヌ
ー
競
技
場
に
は
、

世
界
各
国
の
選
手
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
訪

れ
る
な
ど
、
用
途
は
多
彩
に
広
が
り
公
園

利
用
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
度
は
75
万
８
６
０
０
人
と
過
去
最
多

を
記
録
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
憩
い
と
交
流
を
創
出
す
る

木
場
潟
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
銘
木
「
日
用
杉
」
の
産
地
で
有
名
な
日
用

町
。
こ
の
地
に
あ
る
「
苔
の
里
」
は
、
48
種

の
苔
が
群
生
す
る
美
し
く
整
備
さ
れ
た
名

所
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
美
し
い
苔
と
日
用
杉
が
醸
し
出
す
静
寂

の
空
間
を
求
め
、
全
国
か
ら
多
く
の
人
々

が
訪
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
に
は
、
眞
子
内
親
王
殿
下
が

御
公
務
で
石
川
県
に
来
訪
さ
れ
た
折
、
苔

の
里
を
訪
れ
て
、
苔
の
様
子
か
ら
感
じ
ら

れ
た
御
歌
を
平
成
28
年
の
歌
会
始
で
お
詠

み
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
廃
校
後
の
那
谷
小
学
校
滝
ケ
原

分
校
と
滝
ケ
原
保
育
所
を
活
用
し
た
「
里
山

自
然
学
校
こ
ま
つ
滝
ケ
原
」
は
、
里
山
振
興

に
関
す
る
研
究
・
イ
ベ
ン
ト
の
拠
点
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
滝
ケ
原

町
の
住
民
と
交
流
を
深
め
、
移
住
す
る
若

者
が
現
れ
た
こ
と
で
、
町
全
体
に
活
気
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

環境王国
・

水の郷
Nature

憩
い
と
交
流
の
拠
点

　「
水
の
郷
」
木
場
潟

人
々
を
魅
了
す
る
里
山

　日
用
町
と
滝
ケ
原
町

全国植樹祭プレイベント「スマイル木場潟1万人の輪」（平成26年）

　
市
面
積
の
約
７
割
を
占
め
る
山
林
と
、

そ
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
背
景
に
、
小
松

市
は
平
成
23
年
に
北
陸
初
（
全
国
11
番
目
）

の
「
環
境
王
国
」
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
環

境
王
国
と
は
「
自
然
環
境
と
農
業
の
バ
ラ
ン

ス
が
保
た
れ
、
安
心
で
き
る
農
産
物
の
生

産
に
適
し
た
地
域
」
の
こ
と
で
、
有
識
者
に

よ
る
審
査
会
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
小
松
の
食
材
を
用
い
た
商
品

化
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
世
界
的
な
活
躍
で

有
名
な
パ
テ
ィ
シ
エ
辻
口
博
啓
氏
が
監
修

し
た
「
大
麦
バ
ウ
ム
」
や
「
ト
マ
ト
マ
ン
ゴ
ー

ジ
ュ
レ
」
、「
バ
ウ
ム
ラ
ス
ク
」
の
開
発
が
実

現
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
６
次
産
業
商
品
は
、
道
の
駅

「
こ
ま
つ
木
場
潟
」（
平
成
22
年
）
や
小
松
空

港
内
に
開
設
の
「
空
の
駅
こ
ま
つ
」（
平
成
25

年
）
な
ど
で
販
売
さ
れ
、
小
松
を
代
表
す
る

ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
、
観
光
客
か
ら
も

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

「
環
境
王
国
こ
ま
つ
」
認
定

　道
の
駅
・
空
の
駅
も

先進
事例

平成28年

101億円平成21年

53億円

「環境王国」の認定を機に、6次産業の出荷額などが伸

びています。今後も、産学官連携のものづくりを進め、

環境王国のブランド強化と販路拡大に努めます。
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日
本
の
農
業
を
元
気
に
す
る

先
進
モ
デ
ル
を
め
ざ
し
て

　
小
松
市
で
は
、
環
境
王
国
認
定
を
機
に

精
力
的
に
大
麦
や
ト
マ
ト
な
ど
の
地
元

産
品
を
活
用
し
た
６
次
産
業
化
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
に
コ
マ
ツ
、
Ｊ

Ａ
小
松
市
、
小
松
市
の
三
者
が
６
次
産
業

化
推
進
や
農
業
振
興
な
ど
を
目
的
に
連

携
協
定
を
締
結
し
、
始
動
し
た
施
策
が

「
こ
ま
つ
・
ア
グ
リ
ウ
エ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
す
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
世
界
的
な
建

設
機
械
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
コ
マ
ツ
が
持
つ

「
も
の
づ
く
り
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て

も
ら
い
、
先
端
技
術
を
活
用
し
た
小
松
独

自
の
加
工
品
の
開
発
や
農
作
業
の
効
率

化
な
ど
、
新
し
い
農
業
の
形
と
な
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
製
造
業
、
農
業
団
体
、
地

方
公
共
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
連
携
協
定

を
結
ぶ
取
り
組
み
は
全
国
初
で
、
平
成
25

年
度
の
農
林
水
産
省
「
食
料
・
農
業
・
農

村
白
書
」
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
第
一
弾
「
地
元
農

産
物
の
ピ
ュ
ー
レ
化
事
業
」
と
第
二
弾
「
小

全
国
初
の
連
携
協
定

松
と
ま
と
ハ
ウ
ス
栽
培
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
事

業
」
を
柱
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
弾
で
は
「
形
が
不
揃
い
」
な
ど
の
理

由
で
こ
れ
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
規
格

外
の
農
産
物
を
ピ
ュ
ー
レ
状
に
加
工
す
る

こ
と
で
、
無
駄
の
な
い
素
材
利
用
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
ピ
ュ
ー
レ
状
に
加
工
し

た
農
産
物
は
地
元
業
者
に
供
給
さ
れ
、
菓

子
や
パ
ン
、
カ
レ
ー
な
ど
様
々
な
商
品
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
第
二
弾
で
は
ハ
ウ
ス
内
の
温

湿
度
、
日
照
時
間
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
な

ど
を
計
測
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
設
置
し
、

離
れ
た
場
所
で
も
携
帯
端
末
を
通
し
て
、

ハ
ウ
ス
内
環
境
の
見
え
る
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
細
霧
冷
房
、
炭
酸

ガ
ス
発
生
装
置
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
の
導
入
を

行
い
、
最
適
な
環
境
を
模
索
す
る
試
験
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
収

量
・
品
質
の
向
上
と
コ
ス
ト
削
減
な
ど
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

ピューレ状の素材

（にんじんなど）

コマツ、JA小松市、小松市の三者が連携協定を締結ICT機器によるハウス内管理
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